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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

 本論文は、プロペラ翼の小面積化によるプロペラ効率の高効率化と相対して増加が懸念され

る船尾変動圧力を低減するためにバックワードチップレーキが有効とされるメカニズムの解

明ならびにバックワードチップレーキを舶用プロペラに適用した際の推進性能、キャビテー

ション性能および船尾変動圧力推定法の開発を行って、バックワードチップレーキの有効性

を実船状態で確認したものであり、造船学上寄与するところが大きい。よって本論文は博士

（工学）の学位論文に値するものと認める。  

 

 


